
浅井薬局における内服抗がん剤服用患者へ
の対応の現状と今後の取り組みについて 

 

～内服抗がん剤服用患者のＱＯＬをよりよくするための薬薬連携に向けて～ 

平成３０年３月３日 
浅井薬局 橘店 

山洞 直樹 



内容 

患者さんに安心・安全な治療を継続

してもらうために 

薬局で内服抗がん剤の処方箋を   

受け取るということ 

浅井薬局橘店での対応の現状と今後 
 

施設間情報連絡書について 



安心安全な治療のために 

投与量、投与スケジュールのチェック 

用法用量は適正か（体表面積、腎機能） 

投与日数は適正か（レジメン○投□休） 

経口抗がん剤の服薬指導 

支持療法の服薬指導 

アドヒアランス、副作用のチェック 

参考文献：ホップ・ステップ・ジャンプで進めるがん診療の薬薬連携 南江堂 



必要な情報 

治療方針 

治療内容 

治療経過 



内容 

患者さんに安心・安全な治療を継続

してもらうために 

薬局で内服抗がん剤の処方箋を   

受け取るということ 

浅井薬局橘店での対応の現状と今後 
 

施設間情報連絡書について 



院外処方箋事例 
 

７０代 女性  

 外科 

Ｒｐ.１ ティーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２５   ４錠 

     １日２回朝夕食後    ２８日分 

ティーエスワン初回処方時 
「肝臓がん」とがん種を聴取。 
投与スケジュールは４投２休であることも聴取。 
経緯：注射の治療は効果なく内服に切り替えに。 
 

 



院外処方箋事例 

次回来局時、臨時処方のみ。服薬指導時に、 

「良性の胆管の腫瘍」と聴取。病名が変わった！ 

 

 
対応した薬剤師は、患者への告知の有無がわか
らなくなり、踏み込むことを躊躇をした。 

 

初回処方から２週間後 

Ｒｐ．１ プリンペラン錠５    １錠 

     吐き気時      ２０回分 



必要な情報 
治療方針・内容 

がん種 

レジメン（投与スケジュール） 

オペの有無 

注射の併用の有無 

体表面積、腎機能の臨床検査値 

治療経過 

告知の有無（どのような説明を受けている） 

他疾患の有無（ex.認知症） 

 

治療内容の安全性を確認 

 

経過、告知を意識した指導 



情報共有することで安心安全な治療へ 



内容 

患者さんに安心・安全な治療を継続

してもらうために 

薬局で内服抗がん剤の処方箋を   

受け取るということ 

浅井薬局橘店での対応の現状と今後 
 

施設間情報連絡書について 



浅井薬局橘店での対応事例 

身長体重を口頭で確認、体表面積を計算して、

投与量が適正であることのチェック。 

治療の継続中に、体重が減ってきていることを

聴取。投与量の変更が必要になる可能性を考え、

「医師に伝えてありますか。」と確認。 

あまりにコンプライアンスが悪いことが発覚。

担当医に情報提供した。 
 

これらの対応事例は個々の薬剤師が、
個々の力量の範囲で行っていた。 



薬局内勉強会の開催 

 

  薬局として、対応の標準化を図りたい。 



薬局内勉強会の開催 

個々の対応した事例の情報共有 

印象に残った事例の情報共有 

副作用による休薬で「よかった。」と言われた。 

今後の勉強会について 

副作用の対処法などの勉強会を開催したい。 

がん治療に対する、知識・経験が不十分なため、

病院でどのような治療が行われているのか勉強

したい。 



薬局内勉強会の開催 
患者さんのＱＯＬ向上のための今後の取

組みについての検討 

来局時の体重、体組成の測定。 

倦怠感、消化器症状などの副作用の抽出。 

食事の摂取状況の確認、補助食品の提案。 

患者への電話確認。 

副作用発現の有無、コンプライアンスの確認。 

日常生活で困っていることの相談。 

 
 

日常生活における治療経過を確認。 
この情報を病院、薬剤部にフィードバック。 



患者さんの健康サポート 

日常生活に寄り添うことで、 
気軽に相談できる薬局に。 



内容 

薬局で内服抗がん剤の処方箋を   

受け取るということ 

患者さんに安心・安全な治療を継続

してもらうために 

浅井薬局橘店での対応の現状と今後 
 

施設間情報連絡書について 



施設間情報連絡書 

【基本的な情報】 

服用薬、他科受診の有無、
調剤上の留意点、副作用
の有無、副作用の対策、 
服薬状況 

【特記事項】 

がん種、告知の有無、  
レジメン名（投与予定）、 
抗がん剤の減量の有無、
頓服薬の指示内容、   
今後注意が必要な症状、
緊急時対応が必要な症状
など 



施設間情報連絡書 

薬局への治療に関わる情報の連絡 

告知の有無の確認 

投与量のチェック 

患者さんの緊急時の対応の理解度の確認 

より寄り添った服薬指導に 

病院への日常生活における経過の返信 

日常生活での経過の共有 

治療への影響が考えられる背景の共有 



相互の情報連絡が患者のために 

病院が得意とする情報 

治療方針 
治療内容 
治療経過 

薬局が得意とする情報 

日常生活における 
治療経過 

 

患者さんにより寄り添うことができるのではないか 



まとめ 

情報の少ない中、確認が出来る範囲で服薬指導を

行っていた。 

薬局勉強会を引き続き開催し、情報共有すること

で、対応の標準化を目指す。 

薬をお渡しする服薬指導のときのみならず、患者

さんの日常生活のサポートを積極的に行う。 

施設間情報連絡書は、患者サポートに有用のため、

相互連絡の文化を育てていくことが重要と考える。 

 

患者のＱＯＬをよりよくするための薬薬連携に 


